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Darwin Core (DwC) とは、⽣物多様性
データの標準である

DwCは複数のデータ型（分布データなど）
を含むが、今回の発表では分類学的
データ（種名）だけを扱う

様々なデータベースに広く
使われている（GBIFなど）

標準を使うことによって、データ
ベース間のデータの共有ができる

背景
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dwctaxonとは、DwCデータの編集と
検証を⾏うRパッケージである
•利⽤の実例
• 分類学的データベースの管理
• チェックリストの管理
• 種名の標準化

カナダの維管束植物のデータベース

dwctaxonで解析した例：
https://docs.ropensci.org/dwctaxon/articles/real-data.html

背景
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http://data.canadensys.net/ipt/resource.do?r=vascan
https://docs.ropensci.org/dwctaxon/articles/real-data.html


分類学的データの管理が想像以上に⼤変
例：前のバージョン
• Accepted species 1: Cephalomanes crassum

• Synonym: Trichomanes crassum
• Accepted species 2: Cephalomanes densinervium

• Synonym: Trichomanes densinervium

新しいバージョン (C. crassum → C. densinerviumのシノニムに変える)
• Accepted species: Cephalomanes densinervium

• Synonym 1: Cephalomanes crassum
• Synonym 2: Trichomanes crassum
• Synonym 3: Trichomanes densinervium

全てのシノニムを考慮しないといけない！

なぜdwctaxonが必要？その１
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dct_change_status() が⾃動的に
シノニムなどを管理してくれる

機能
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dct_change_status() が⾃動的に
シノニムなどを管理してくれる

機能
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分類学的データはエラーだらけのことがある！
•種名の重複
•シノニムの間違い
•スペルのミス
などなど

https://media.npr.org/assets/img/2018/10/17/gettyimages-
528623386_slide-564362f49c9eec2b225c747098405186a740c536-s600-
c85.webp

なぜdwctaxonが必要？その２
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dct_validate() が分類学的データの
エラーを探し出してくれる

機能
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サマリー
• dwctaxonはDwC形式の分類学的
データを管理するRパッケージである
•⾃動的にデータの編集と検証を⾏う
•分類学的データのデータベースを
管理している⽅や種名を扱っている
⽅におすすめ
•インストールと使い⽅の詳細：
https://github.com/ropensci/dwctaxon

ご清聴ありがとうございます！
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https://github.com/ropensci/dwctaxon
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